
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ● その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

インドやスペインなど、これまで本市が輸出支援を行っていなかったエリアへの輸出に向けた取組を実施。

来年度以降の方
向性

新たに輸出に取り組む企業を増やす施策として、道内・市内の支援機関と連携し商品開発や国内向けの展示商談会への出展支援を行う。引き
続き輸出に取り組む企業に対しては、既存販路拡大に向け、輸出向け展示商談会の出展支援や、中長期で伸びしろが大きいと考えられるイン
ド・中東等の新規市場開拓支援を行う。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

目標を上回って推移しており、引き続き販路拡大支援を進めていく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

51億円 63億円 69億円 80億円 92億円 105億円

↓

アウトカム
成果指標1

各事業の成約・売上合計額（H27年度からの累計） という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

934社 1250社 1793社 1950社 2700社 3500社

人工

指標

アウトプット
活動指標1

各事業に参加した延べ市内企業数（R5年度からの累計） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

2.9 人工

令和7年度予算額 65,000 千円 うち特定財源 12,000 千円 正規職員業務量 2.9

正規職員業務量 2.9 人工

令和6年度決算額 62,028 千円 うち特定財源 11,799 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 2.9 人工

令和6年度予算額 65,000 千円 うち特定財源 12,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

輸出に取り組む企業のレベルやニーズに応じた支援を行い、市内企業の輸出額や製造品出荷額の増加を図り、札幌市の重点
産業として、さらなる成長を後押しする。

他都市の状況

富山県：とやまの農林水産物輸出促進事業（新たな地域商社の育成、北米等の新市場の開拓や他県と連携した欧州等での重
点的・継続的プロモーションの強化等）
島根県：海外展開促進支援事業（欧米・東アジア・ＡＳＥＡＮ等の販路開拓のための商談会開催、海外でのしまねフェアの開催、
食品輸出専門展示会に島根ブース設置等）

市民参加の実施

令和5年度決算額 62,793 千円 うち特定財源 11,823

施策名 札幌市・北海道の強みである食や観光分野の産業が、時代の潮流を

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

人口減少に伴う国内需要が減少しており、食産業が持続的に成長していくためには、海外市場への輸出拡大が不可欠である。
一方、市内企業の中には、まずは道外への販路拡大を目指す企業から、自社で戦略的に海外展開を進めている企業まで取組
レベルが様々であり、人材や資金などのリソース不足により、輸出事業に取り組むことができない事業者も一定数存在する。新
規で輸出に取り組む事業者の掘り起しにむけては、企業の経営基盤の強化に向けた支援が求められる。さらに、日々変動する
世界情勢・カントリーリスクを踏まえると、かねてから輸出支援の取組を行っていた東アジアや東南アジアだけでなく、経済規模
の大きい欧米豪や、中長期的な視点で伸びしろが大きいと考えられるインド・中東等の新規市場開拓支援も重要である。

事業内容
（何を実施し）

①札幌食と観光国際実行委員会への負担金（４８，０００千円）
道産食品の販路拡大に取り組む、経済団体・道内自治体等が連携し、以下の販路拡大支援を実施
・国内外（東京、タイ、台湾、米国、パリ等）で開催される輸出展示商談会への出展支援
・国内外のバイヤーを札幌に招へいした商談会の開催
・札幌駅の商業施設内の小売店にて道産品を販売するフェアの開催
・海外進出に伴う多言語ツール制作や食のイベントへの出展に対する補助事業など
②北海道・札幌市海外展開連携推進協議会への負担金（１１，７９９千円）
北海道と札幌市が連携し、以下の道産食品の販路拡大支援を実施
・シンガポールにて、現地飲食店やシェフ、バイヤー等を対象に、道産食品を使ったメニュー提供やプロモーション及び商談を実
施
・ＡＳＥＡＮ市場、欧米市場開拓のため、バイヤーを招へいした商談会の開催
③北海道貿易物産振興会への負担金（１，４００千円）
・市内ホテルにて商談会の開催
・全国２６都市３１会場の百貨店で北海道物産展と観光ＰＲを実施
④北海道ブランド販路開拓・拡大実行委員会への負担金（６００千円）
・首都圏における日本最大級の食品展示商談会に北海道コーナーを設置、出展支援を実施

事業名 食の輸出拡大支援費
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